
「二
十
四
孝
」
黄

山
谷

の
孝
行

に

つ
い
て
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1

事

実

と

虚

構

1

坪

井

直

子

一
、

「
二
十
四
孝
」
黄
山
谷
の
孝
行
の
認
識

二
、

「
二
十
四
孝
」
黄
山
谷
の
典
拠

三
、

「溺
器
を
滌
う
」
と

「廁
踰
を
滌
い
中
裙
を
浣
う
」

四
、
黄
山
谷
の
伝
記

「予
章
先
生
伝
」

黄
山
谷
、
即
ち
黄
庭
堅
は
、
詩
人

・
書
家
と
し
て
名
高
い
が
、

孝
子
と
し
て
も
知
ら
れ
た
人
物
で
あ

っ
た
。
彼
の
孝
行
は
詩
文

集
や
伝
記
か
ら
窺
え
る
が
、
広
く
知
ら
れ
た
孝
行
を
上
げ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
二
十
四
孝
に
描
写
さ
れ
た
、
「溺
器
を
滌
う
」
、

即
ち
母
親
の
大
小
便
で
汚
れ
た
器
物
を
手
ず
か
ら
洗
う
孝
行
に

尽
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
孝
行
が
人
々
に
信
憑
性
を
も

っ
て
受
容

さ
れ
た
こ
と
は
、
二
十
四
孝
の
流
布
以
後
、
中
国
の
地
方
誌
な

ど
に
、
黄
山
谷
を
模
倣
し
た
と
み
ら
れ
る
孝
子
の
話
が
記
述
さ

れ
る
こ
と
か
ら
推
定
出
来
る
し
、

ま
た
日
本

で
も
御
伽
草
子

『
二
十
四
孝
』

に
、
高
名
な
詩
人
の
行
為
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

こ
と
か
ら
推
し
て
、
事
実
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
万
石
君
の
故
事

「親
の
中
裙
廁
楡

を
取
り
身
自
ら
浣
滌
す
」
を
基
と
す
る
虚
構
で
あ

っ
て
事
実
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
認
識
が
生
じ
た
の

か
、
そ
の
理
由
を
黄
山
谷
の

「溺
器
を
滌
う
」
に
関
す
る
文
献

を
中
心
に
考
察
す
る
。



一
、

「
二
十
四
孝
」
黄
山
谷
の
孝
行
の
認
識

黄
山
谷
、
即
ち
黄
庭
堅
は
、
詩
人
と
し
て
或
い
は
書
家
と
し
て
名

高

い
が
、
孝
子
と
し
て
も
ま
た
知
ら
れ
た
人
物
で
あ

っ
た
。
彼
の
孝

行

は
詩
文
集
や
伝
記
か
ら
窺
え
る
が
、
最
も
広
く
知
ら
れ
た
孝
行
を

上

げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
二
十
四
孝
に
描
写
さ
れ
た
、
黄
山
谷
が

あ
ら

「
溺
器
を
滌
う
」

(「
滌
溺
器
」
、
「
滌
」
に
は

「
す
す
ぐ
」
の
訓
も
あ

　る
)
、
即
ち
母
の
大
小
便
で
汚
れ
た
器
物
を
手
ず
か
ら
洗
う
孝
行
と

な

る
だ
ろ
う
。
こ
の
孝
子
像
が
、
中
国
の
人
々
に
信
憑
性
を
も

っ
て

　

受
容
さ
れ
た
こ
と
は
、
中
国
の
地
方
誌
に
黄
山
谷
を
模
倣
し
た
と
み

ら
れ
る
孝
子
の
話
が
記
述
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
定
出
来
る
が
、

日
本
で
も
事
実
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
、
次

　

に
上
げ
る
御
伽
草
子

『
二
十
四
孝
』
(嵯
峨
版
影
印

に
拠
る
)
の
記

述
か
ら
推
定
出
来
る
。

山
谷

貴
顕
聞
天
下

平
生
孝
事
親

汲
泉
涓
溺
器

婢
妾
豈
無
人

山
谷
は
宋
の
代
の
詩
人
な
り
。
今
に
至
り
て
、
詩
人
の
祖
師
と

い
は
る
丶
人
な
り
。
あ
ま
た
つ
か
ひ
人
も
お
ほ
く
、
又
妻
も
あ

り
と
い
へ
と
も
、
み
つ
か
ら
母
の
大
小
便
の
う
つ
は
物
を
と
り

あ
つ
か
ひ
て
、
け
か
れ
た
る
と
き
は
、
手

つ
か
ら
是
を
あ
ら
ひ

て
、
母
に
あ
た
へ
、
朝
夕
能

つ
か
へ
て
、
お
こ
た
る
事
な
し
。

さ
れ
は
、

一
を
以
て
万
を
知
る
な
れ

は
其
外
の
孝
行
、
お
し
は

か
ら
れ
た
る
と
て
此
人
の
孝
義
、
天
下
に
あ
ら
は
れ
た
る
と
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り
。

こ
の
山
谷

の
事
は
、
よ
の
人

に
か
は
り
て
、
名

の
た
か

き
ひ
と
な
り
。

傍
線
部

a
は
、
話
末
評
語
の

一
部
で
、
黄
山
谷
が
名
高
い
人
物

で
あ

る
と
い
う
記
述
で
あ
る
が
、
二
十
四
孝
の
他
の
孝
子
達
と
は
異
な
る

と
記
す
か
ら
に
は
、
名
声
は
孝
子
と
し
て
で
は
な
く
詩
人
と
し
て
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
二
十

四
孝
に
載
せ
ら
れ
た
孝
子
は
大
舜
や
郭
巨

な
ど
古
く
か
ら
の
著
名
な

孝
子
が
多
く
、
孝
子
と
し
て
の
知
名
度
は
彼
ら
の
ほ
う
が
上
で
あ

っ

て
黄
山
谷
よ
り
も
劣
る
と
は
考
え
難
い
こ
と
、
ま
た
御
伽
草
子
が
室

　

町
時
代
末
に
五
山
周
辺
で
つ
く
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
頃
の
五

山
で
は
黄
山
谷
の
漢
詩
文
が
盛
ん
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

御
伽
草
子
が
黄
山
谷
の
詩
人
と
し
て
の
面

に
言
及
し
た
の
は
自
然
の

成
り
行
き
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
有
名
な
詩
人
で
あ
る
こ
と

を
述

べ
る
に
際
し
て
、
な
ぜ
敢
え
て
他
の
孝
子
達
と
比
較
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
黄
山
谷
が
二
十
四
孝
に
お
い
て
最
も
新
し
い

孝
子
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
二
十
四
孝
に
お
け

る
黄
山
谷
譚
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

二
十
四
孝
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
孝
行
録
系

・
二
十
四
孝

　

詩
選
系

・
日
記
故
事
系
の
三
系
統
に
分
か
れ
る
と
さ
れ
、
系
統
間
で

収
録
す
る
孝
子
が
異
な

っ
て
い
る
。
孝
行
録
系
が
、
三
系
統

の
中

で

π訊に行孝S谷山黄瀏四十に剏



　

は
古

い
形
態
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
他
の
二
系
統
と
大
き
く

異
な

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
系
統
は
黄
山
谷
を
収
録
し
な
い
。
し
た

が

っ
て
、
黄
山
谷
譚
は
新
し
い
系
統
で
あ
る
二
十
四
孝
詩
選
系

・
日

記
故
事
系
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
新
し
い
系
統
内

に
お
け
る
孝
子
の
時
代
設
定
に
つ
い
て
確
認
す
れ
ば
、
次
の
通
り
と

な
る

(二
十
四
孝
詩
選
系
は
龍
谷
大
学
蔵

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』

乙
本

に
拠
り
、
日
記
故
事
系
は
寛
文
九

(
一
六
六
九
)
年
和
刻
本

『
日
記
故
事
』
巻
頭

「
二
十
四
孝
」
を
参
照
。
孝
子
の
順
序
も
龍
谷

大
学
蔵

『全
相
二
十
四
孝
記
選
』
乙
本
に
拠
る
)。

1
大
舜

(虞
)

2
漢
文
帝

(漢
)

3
丁
蘭

(漢
)

4
孟
宗

(晋
)

5
閔
子
騫

(周
)

6
曾
参

(周
)

7
王
祥

(晋
)

8
老
莢
子

(周
)

9
姜
詩

(漢
)

10
黄
山
谷

(宋
)

11
唐
夫
人

(唐
)

12
楊
香

(晋
)

13
董
永

(漢
)

14
黄
香

(後
漢
)

15
王
襃

(魏
)

16
郭
巨

(漢
)

17
朱
寿
昌

(宋
)

18
刻
子

(周
)

19
蔡
順

(漢
)

20
庚
黔
婁

(南
斉
)
21
呉
猛

(晋
)

22
張
孝
張
礼

(後
漢
)
23
田
真

(漢
)

24
陸
績

(後
漢
)

〈日
記
故
事
系
は
、
22

・
23
の
代
わ
り
に
、

仲
由

(周
)
・
江
革

(後
漢
)〉

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
17
朱
寿
昌
と
24
黄
山
谷
が
新
し
い
孝
子

で
あ
る
。
二
人
は
十

一
世
紀
後
半
、
北
宋
の
時
代
の
人
物

で
、
1
大

舜
な
ど
と
比
較
す
れ
ば
、
は
る
か
に
御
伽
草
子
と
は
時
代
が
近
く
、

彼
ら
の
孝
行
は
、
実
在
の
人
物
が
実
際
に
行

っ
た
事
と
し
て
認
識
さ

れ
る
可
能
性
が
高
い
。
特
に
黄
山
谷
は
、
彼
の
漢
詩
文
が
好
ん
で
享

受
さ
れ
、
知
名
度
も
高
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
御
伽
草
子
作
者
に
と

っ

て
身
近
な
存
在
で
あ

っ
た
ろ
う
。
ま
た
話

の
内
容
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
も
、
例
え
ば
7
王
祥
が
裸
に
な

っ
て
氷
を
溶
か
し
た
り
、
13
董

永
が
天
の
織
女
に
助
け
ら
れ
た
り
と
、
他

の
孝
子
譚
は
往
々
に
し
て

有
り
得
な
い
要
素
を
含
む
が
、
黄
山
谷
譚
は
現
実
的
で
信
憑
性
が
あ

る
。

つ
ま
り
、
御
伽
草
子
が
、
他
の
孝
子
達
と
比
較
し
た
の
は
、
古

い
時
代
の
孝
子
が
行

っ
た
孝
行
よ
り
は
、
近
い
時
代
の
人
物
で
あ
り

詩
人
と
し
て
の
実
績
も
あ
る
黄
山
谷
の
孝
行
の
ほ
う
が
、
実
感
出
来

る
し
ま
た
信
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
多
分
に
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ

っ

た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

黄
山
谷
の
詩
人
と
し
て
の
側
面
と
、
孝
子
と
し
て
の
側
面
を
と
も

に
述

べ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
御
伽
草
子

の
話
末
評
語
の
他
に
、
清

原
枝
賢
が
撰
し
た
と
さ
れ
る
龍
谷
大
学
蔵

『
二
十
四
孝
注
』
黄
山
谷

　

条
が
あ
る
。
次
に
上
げ
る

(龍
谷
大
学
蔵

『
二
十
四
孝
注
』
写
真
に

拠
る
)
。

　
り

　

宋
朝

の
詩
人
東
坡
先
生
と
名
を
ひ
と
し
う
せ
し
人
也
。

婢
妾

あ
り
と
い

へ
共
、
我
と
水
を
く
み
、
辛
労
を
か

へ
り
み
す
。
親

の
為
に
孝
行
あ
り

傍
線
部
b
で
、
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
述

べ
、
傍
線
部

c
で
、
二
十

四
孝
譚

の
漢
詩

の
第
三
句
と
第
四
旬
を
意
訳
し
た
も
の
を
続
け
て
い
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る

の
で
あ
る
が
、
並
列
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
傍
線
部
b

の
影
響
を
受
け
て
、
傍
線
部

c
も
事
実
と
し
て
受
け
と

っ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
二
十
四
孝
の
黄
山
谷
の
孝
行
を
事
実
と
す
る

見
方
は
、
日
本
独
自
の
も
の
で
は
な
く
中
国
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
御
伽
草
子
や

『
二
十
四
孝
注
』
は
、
中
国
で
の
考
え
方
を
受
け

継

い
だ
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
御
伽
草
子
は
、
『
全
相
二
十
四
孝

　

詩
選
』
を
基
に
和
訳
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
の
典
拠
を
溯
る
こ
と
に
よ
り
、
御
伽

草

子
が
受
け
継
い
だ

「
溺
器
を
滌
う
」
孝
行
が
何
に
由
来
す
る
の
か
、

そ
し
て
、
そ
れ
が
事
実

で
あ
る
の
か
、
虚
構
で
あ
る
の
か
を
究
明
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

二
、
「
二
十
四
孝
」
黄
山
谷
の
典
拠

御
伽
草
子
の
典
拠
は
次
に
上
げ
る
元
の
郭
居
敬
が
撰
し
た

『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る

(龍
谷
大
学
蔵

『全

相

二
十
四
孝
詩
選
』
乙
本
影
印
に
拠
り
、
禿
氏
祐
祥
氏
翻
刻
を
参
照

　

し
た
)
。
黄
山
谷
貴
顕
聞
天
下

平
生
孝
事
親

汲
泉
涓
溺
器

婢
妾
豈
無
人

黄
山
谷
宋
朝
人
、
時
推
為
江
西
詩
祖
、
元
祐
中
為
太
史
、
性
質

至
孝
奉
母
安
康
郡
君
、
毎
夕
親
為
母
、
滌
溺
器
、
未
嘗
頃
刻
不

供
子
職

『
日
記
故
事
』
巻
頭
の
二
十
四
孝
は
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
と
　

若
干
異
な
る
の
で
次
に
上
げ
る

(寛
文
九
年
和
刻
本
影
印
に
拠
る
)。

滌
親
溺
器

宋
黄
廷
堅
、
元
祐
中
為
太
史
、
性
至
孝
、
身
雖
貴
顕
、
奉
母
尽

誠
、
毎
夕
親
自
為
母
、
滌
溺
器
、
未
嘗

一
刻
不
供
子
職

詩

貴
顕
聞
天
下

平
生
孝
事
親

日

親
自
滌
溺
器

不
用
婢
妾
人

両
者
の
主
な
違
い
を
上
げ
れ
ば
、
漢
詩
の
第
三
句
が

『
全
相
二
十
四

孝
詩
選
』

で
は

「汲
泉
涓
溺
器
」
『
日
記
故
事
』

で
は

「親
自
滌
溺

器
」
で
あ
る
こ
と
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
」
に
は

「江
西
詩
祖
」

「安
康
郡
君
」
の
記
述
が
あ
る
が
、
『
日
記
故
事
』
に
は
な
い
こ
と
が

あ
る
。

漢
詩

の
違

い
に

つ
い
て
は
、
『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』

の

「涓
溺
器
」
は
、
本
文
に
は

「滌
溺
器
」
と
あ
り
、
『
日
記
故
事
』
も

同
じ
表
現
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
滌
溺
器
」
を
代
え
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
変
更
し
た
理
由
と
し
て
は
、
平
仄
の
問
題
が
考
え
ら

れ
る
。
お
そ
ら
く

「
滌
」
の
ま
ま
で
は
平
仄
に
あ
わ
な
い
の
で

「涓
」

へ
代
え
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た

「
江
西
詩
祖
」
は
、
黄
山
谷
を
師
と
仰

ぐ
江
西
詩
派
の
開
祖
と
い
う
こ
と
で
、
呂
本
中
が
流
派
の
系
図
を
作

成
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
は

書
名
を

「孝
詩
」
と
す
る
だ
け
あ

っ
て
、
漢
詩
に
関
す
る
こ
と
に
注

てい　に行孝S谷山黄　孝四十二厂　02



意

を
払

っ
て
い
た
と
い
え
る
。

「安
康
郡
君
」
は
、
黄
山
谷
の
母
を
指
し
、
黄
山
谷
が
実
録
書
を

完
成
さ
せ
た
功
で
母
親
に
安
康
郡
が
与
え
ら
れ
た
た
め
の
呼
称
で
あ

る
。

こ
の
部
分
は
、
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
が
増
補
し
た
と
も
、

『
日
記
故
事
』
が
省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
橋
本
草
子
氏
の
推

定

に
よ
れ
ば
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』

の
成
立
は

一
三
三
六
年
か

　

ら

=
二
四
六
年
頃
で
あ
り
、
『
日
記
故
事
』

の
比
較
的
早
く
刊
行
さ

れ
た
版
本
に
は
巻
頭
に
二
十
四
孝
が

つ
か
ず
、
万
暦
三
十
九

(
=
ハ

一
一
)
年
版

・
万
暦
四
十
二

(
一
六

一
四
)
年
版
の
版
本
に
は
つ
い

　

て

い
る
と
い
う
が
、
黒
田
彰
先
生
に
よ
れ
ば
、
『
日
記
故
事
』
に
は

　

『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
よ
り
も
古
い
部
分
が
あ
り
、
単
純

に
は
成

立

の
前
後
を
決
め
ら
れ
ず
、
個
々
の
孝
子
譚
の
検
討
が
必
要
と
な
る

よ
う
で
あ
る
。
黄
山
谷
譚
に
つ
い
て
は
ど
う
か
、
こ
の
こ
と
も
含
め

て
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
の
典
拠
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
大
島
建
彦
氏
が
、

日
本
古
典
文
学
全
集

『
御
伽
草
子
』
「
二
十
四
孝
」
黄
山
谷
の
頭
注

で
、
御
伽
草
子
の
出
典
を

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
と
し
た
上
で
、

「黄
山
谷

の
こ
と
は

『事
文
類
聚
後
集
』
巻
四

・
巻
五

・
巻
四
十
九

な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
は

『
宋
史
』

巻

四
百
四
十
四
の

「
文
苑
伝
」
に
よ

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
」
と

　

さ
れ
て
い
る
。
大
島
氏
の
こ
の
見
解
は
、
二
十
四
孝
に
つ
い
て
詳
細　

な
研
究
を
さ
れ
た
徳
田
進
氏
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
先
ず
は

『事
文
類
聚
後
集
』
巻
四
、

『
宋
史
』
巻
四
百
四
十
四

文
苑
伝

「
黄
庭
堅
」
を
上
げ
て
み
る

(『
事
文
類
聚
後
集
』
は
万
暦

三
十
二

〈
一
六
〇
四
〉
年
重
刻
版
に
拠
る
)。

『事
文
類
聚
後
集
』
巻
四

詩
話

詩
諷
帰
養

王
稚
川
調
官
京
師
、
母
老
留
鼎
州
、
久
不
帰
侍
、
嘗
閲
貴
人
歌

舞
、
有
詩
云
、
画
堂
玉
佩
榮
雲
響
、
不
及
桃
源
疑
乃
歌
、
黄
山

谷
和
韻
諷
之
云
、
慈
母
毎
占
鳥
鵲
喜
、
家
人
応
賦
屡
廖
歌
、
可

謂
朋
友
責
善
之
義
、
山
谷
至
孝
、
奉
母
安
康
君
、
至
為
親
滌
溺

器
、
未
嘗
頃
刻
不
供
子
職

『
宋
史
』
巻
四
百
四
十
四

哲
宗
立
、
召
為
校
書
郎
、
神
宗
実
録
検
討
官
、
逾
年
、
遷
著
作

佐
郎
、
加
集
賢
校
理
、
実
録
成
、
擢
起
居
舎
人
、
丁
母
艱
、
庭

堅
性
篤
孝
、
母
病
弥
年
、
昼
夜
視
顔
色
、
衣
不
解
帯
、
及
亡
、

廬
墓
下
、
哀
毀
得
疾
幾
殆
、
服
除
、
為
秘
書
丞
、
提
点
明
道
宮
、

兼
国
史
編
修
官

『事
文
類
聚
後
集
』
波
線
部
は
、
『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』
波
線
部

と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は

「
溺
器
を
滌
う
」
記
述
も
あ
る

の
に
対
し
、
『宋
史
』
に
は
、
黄
山
谷
が
母
の
病

の
た
め
に
孝
行
を

尽
く
し
た
こ
と
は
記
述
さ
れ
て
い
て
も
、

「溺
器
を
滌
う
」
表
現
は

な
い
。
よ

っ
て

『
事
文
類
聚
後
集
』
を
典
拠
と
み
な
す
こ
と
に
問
題

は
な
い
が
、
『宋
史
』
の
ほ
う
は
か
な
り
問
題
が
残
る
。
そ
し
て
ま
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た

『事
文
類
聚
後
集
』
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
『
日
記
故
事
』
の
波

線
部
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
事
文
類
聚
後
集
』
『全
相
二
十
四
孝
詩

選

』
に
は
、
先
に
問
題
に
し
た

「安
康
君
」
「
安
康
郡
君
」

の
記
述

が
あ
る
の
に
対
し
て

『
日
記
故
事
』
に
は
な
く
、
ま
た

『事
文
類
聚

後
集
』
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
が

「頃
刻
」
と
し
て
い
る
の
に
対

し
て

『
日
記
故
事
』
は

「
一
刻
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
が
古
い
形
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か

る
。
そ
し
て

『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
と

『
日
記
故
事
』
に
は

「
毎
夕
」
が
あ
り
、
『事
文
類
聚
後
集
』
に
は
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
が

『事
文
類
聚
後
集
』
に
よ

っ
て
改

変
し
た
と
み
る
よ
り
は
、
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
を

『
日
記
故
事
』

が
省
略
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
黄
山
谷
譚
に

関
し
て
は
、
二
十
四
孝
詩
選
系
が
日
記
故
事
系
よ
り
も
先
に
成
立
し

た
と
推
定
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
な
お

『
日
記
故
事
』
だ
け
が

「
身
雖

貴
顕
」
と
記
述
し
て
い
る
の
は
、
漢
詩
第

一
句
の

「貴
顕
」
が
関
わ

っ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
漢
詩
と
本
文
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
途
考
察

が
必
要
と
な
ろ
う
。

さ
て

『事
文
類
聚
後
集
』
所
収
の
詩
話
が

『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』

　

の
典
拠
で
あ
る
こ
と
は
わ
か

っ
た
が
、
詩
話
自
体
が

『
全
相
二
十
四

孝
詩
選
』
と
関
係
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

『事
文
類
聚
後
集
』
に
も

関
係
す
る
の
か
、
次
に
考
え
て
み
た
い
。

さ
て

『事
文
類
聚
後
集
』

は
、
『
黄
文
節
公
全
集
正
集
』
巻
十

　

「次
韻
王
稚
川
客
舎
二
首
」
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の

詩
は
元
豊
三

(
一
〇
八
〇
)
年
の
作
で
、

遠
く
離
れ
た
家
族
を
思

い

や
る
詩
と
な

っ
て
い
る
。
王
稚
川
は
黄
山
谷
の
友
人
で
、
『
山
谷
内

集
詩
注
」

一
に
よ
れ
ば
、
詩
が
詠
ま
れ
た
当
時
、
王
稚
川
は
都
で
官

に
き
、
家
族
は
鼎
州

(湖
南
省
常
徳
県
)

に
居
て
、
親
は
年
九
十
余

で
あ

っ
た
こ
と
、
黄
山
谷
の
詩
が
、
王
稚
川
が
宿
屋
の
壁
に
書
き
付

け
た

「
雁
の
外
に
書
無
し
云
々
」
に
次
韻

し
た
も
の
で
、
王
稚
川
の

気
持
ち
を
汲
ん
で
詠
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か

る

(「彭
山
黄
氏
有
山
谷

手
書
此
詩
、
云
、
王
欲
稚
川
、
元
豊
初
調
官
京
師
、
寓
家
鼎
州
、
親

年
九
十
余
矣
、
嘗
閲
貴
人
家
歌
舞
、
酔
帰
、
書
其
旅
邸
壁
間
云
、
鴈

外
無
書
為
客
久
、
蛩
辺
有
夢
到
家
多
、
画
堂
玉
佩
煢
雲
響
、
不
及
桃

源
欸
乃
歌
、
余
訪
稚
川
於
邸
中
而
和
之
」
)
。
こ
の

一
連
の
エ
ピ

ソ
ー

ド
に
対
し
て
、
波
線
部

の
評
が
あ
り
、
そ
の
中
に

「溺
器
を
滌
う
」

記
述
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
詩
話
の
評
は
誰
に
よ

っ
て

つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
事
文
類
聚
後
集
』
は
選
集
し
た
祝
穆

の
序
に
よ
れ
ば
淳
祐
六

(
一
二
四
六
)
年

の
成
立
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
早
く
こ
の
詩
話
を

載
せ
て
い
る
の
が
、
葛
立
方
が
撰
し
た

『
韻
語
陽
秋
』
巻
十
と
阮
閲

が
撰
し
た

『詩
話
総
亀
後
集
』
巻
四
で
、

『
詩
話
総
亀
後
集
』

は

『韻
語
陽
秋
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
か
ら
、
『韻

語
陽
秋
』
が
最
も
古
い
文
献
と
な
る
。
次

に

『韻
語
陽
秋
』
を
上
げ

る

(上
海
図
書
館
蔵
、
正
徳
重
刻
版
影
印
に
拠
る
)
。
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王
稚
川
調
官
京
師
、
母
老
留
鼎
州
、
久
不
帰
侍
、
嘗
閲
貴
人
歌

舞
、
有
詩
云
、
画
堂
玉
佩
欒
雲
響
、
不
及
桃
源
欸
乃
歌
、
山
谷

和
韻
諷
之
云
、
慈
母
毎
占
烏
鵲
喜
、
家
人
応
賦
屡
廖
歌
、
可
謂

尽
朋
友
責
善
之
義
、
谷
至
孝
、
奉
母
安
康
君
、
至
為
親
滌
廁
踰

浣
中
裙
、
未
嘗
頃
刻
不
供
子
職
、
泊
貶
黙
南
、
不
能
与
親
倶
、

則
贈
王
郎
詩
云
、
留
我
左
右
手
、
奉
承
白
髪
親
、
至
頼
上
食
蓮

有
感
則
日
、
蓮
実
大
如
指
、
分
甘
念
母
慈
、
亦
可
見
其
孝
誠
矣
、

余
聞
無
瑕
者
、
可
以
録
人
、
則
其
告
稚
川
之
語
、
未
為
過
也
、

老
杜
送
李
船
詩
、
非
不
帰
重
而
其
中
、
亦
不
能
無
譏
焉
所
謂
船

也
、
衣
綵
衣
告
、
我
欲
遠
適
倚
門
、
固
有
望
歛
袵
就
行
役
、
南

登
吟
白
華
、
已
見
楚
山
碧
、
何
時
太
夫
人
、
堂
上
会
親
戚
、
豈

非
譏
其
無
方
、
之
遊
耶
、
孔
子
云
、
父
母
在
不
遠
、
遊
遊
必
有

方
、
則
山
谷
少
陵
之
詩
、
皆
有
孔
子
之
意
也

『
韻
語
陽
秋
』
は
隆
興
二

(
一
一
六
四
)
年
の
序
を
持
ち
、
詩
話
の

中

で
も
成
立

の
早
い
部
類
に
入
る
。
『
韻
語
陽
秋
』
は
諸
家

の
詩
に

つ
い
て
評
論
し
て
い
る
の
で
、
波
線
部
も
独
自
の
評
と
み
な
し
て
差

し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は

「溺
器
を
滌
う
」

と

い
う
表
現
が
、
「
廁
楡
を
滌

い
、
中
裙
を
浣
う
」
と
い
う
表
現
に

な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
表
現
は
、
同
じ
内
容
を
指

し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
両
者
は
普
通
に
用
い
ら
れ
る
表
現
な

の
だ
ろ
う
か
、

次
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
、
「溺
器
を
滌
う
」
と

「廁
踰
を
滌
い
中
裙
を
浣
う
」

「
溺
器
」
と
い
う
言
葉
は
宋
代
に
出
来
た
新
奇
の
言
葉
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
「
溺
器
」
の
故
事

で
知
ら
れ
る
の
は
宋
之
問
で
、
張

易
之
に
へ
つ
ら
う
た
め
溺
器
を
贈

っ
た
こ
と
が
、
『
新
唐
書
』
巻
二

百
二
宋
之
問
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が

(「
于
時
張
易
之
等
烝
昵

寵
甚
、
之
問
与
閻
朝
隠
沈
栓
期
劉
允
済
傾
心
媚
附
、
易
之
所
賦
詩
諸

篇
、
尽
之
問
、
朝
隠
所
為
、
至
為
易
之
奉

溺
器
」
)、
『旧
唐
書
』
百

九
十
宋
之
問
伝
に
は
な
い

(「易
之
兄
弟
雅
愛
其
才
、
之
問
亦
傾
附

焉
」)
。
『新
唐
書
』
は
宋
代
、
『
旧
唐
書
』
は
五
代
に
出
来
た
も
の
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
「溺
器
」
と
い
う
言
葉
は
唐
代
に
は
無
か

っ
た

か
、
或
い
は
あ

っ
た
と
し
て
も
そ
の
使
用
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た

「溺
器
」
の
使
用
例
と
し
て
は

『
後
山
詩
話
』

二
十
三
が
あ
る
。
次
に
上
げ
る
。
　

魯
直
之
兄
大
臨
目
見
牀
下
、

以
溺
器
畜
生
魚
、
問
知
其
弟
也
、

　

大
呼
日
、
我
有
対
矣
、

乃
虎
子
養
渓
魚
也

『
後
山
詩
話
』
で
は
、
傍
線
部
d
の
溺
器
を
、
傍
線
部

e
で
虎
子
と

言
い
換
え
て
出
来
事
の
説
明
を
し
て
い
る
。
説
明
が
あ
る
と
こ
ろ
を

み
る
と
、
「溺
器
」
は
や
は
り
新
奇

の
言
葉

で
、
「虎
子
」
と
同
じ
も

の
を
指
す
言
葉
で
あ
る
と
推
定
出
来
る
。
「虎
子
」
は
古

い
言
葉

で
、

『
周
礼
』
天
官

の
鄭
司
農
の
注
に
よ
れ
ば

「褻
器
」
や

「清
器
」
と

同
類
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
比
較
的
高
貴
な
人
が
排
便
時
に
使
用
す
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る
器
、
「
お
ま
る
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
面
白

い
こ
と
に
は

『
太
平
御
覧
』
七

一
二
に
引
用
さ
れ
る
該
当
部
分
の
鄭

司
農

の
注
で
は
、
「
清
器
」
が

「
溺
器
」
に
替
わ

っ
て
し
ま

っ
て
い

　る
。

こ
れ
も
ま
た

「溺
器
」
が
宋
代
以
降
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
の
証

拠

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「溺
器
を
滌
う
」
と
は

「
虎

子
を
滌
う
」
こ
と
で
あ
り
、
お
ま
る
を
洗
う
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
元
の
鄒
鉉
の
撰
に
な
る

『
壽
親
養
老
書
』
巻
二
に
は
問
題
に

し

た
王
稚
川
に
関
す
る
詩
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
評
は

「
山
谷
至
孝
、
奉
母
安
康
君
、
至
為
親
滌
虎
子
、
未
嘗
頃
刻
不
供
子

職
」

と
記
し
て
い
て
、
「溺
器
」

の
部
分
が

「虎
子
」
と
な

っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

で
は

「
廁
踰
を
滌
い
、
中
裙
を
浣
う
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ

れ

に
つ
い
て
は
、
古
く
よ
り
知
ら
れ
た
万
石
君
の
故
事
が
あ
る
。
そ

れ

は
、
万
石
君
石
奮
の
長
子
建
が
孝
子
で
、
親
の
中
裾
廁
楡
を
侍
者

に
任
せ
ず
自
ら
洗

っ
た
と
い
う
も
の
で
、
『史
記
』
百
三
や

『漢
書
』

四
十
六
に
あ
る
万
石
張
叔
伝
の

一
部
分
で
あ
る
。
そ
の
部
分
を

『
史

記
』

に
よ

っ
て
次
に
上
げ
る
。

建
老
白
首
、
万
石
君
尚
無
恙
、
建
為
郎
中
令
、
毎
五
日
洗
沐
帰

謁
親
、
入
子
舎
、
竊
問
侍
者
、
取
親
中
裙
廁
喩
、
身
自
浣
滌
、

復
与
侍
者
、
不
敢
令
万
石
君
知
、
以
為
常
、
建
為
郎
中
令
、
事

有
可
言
、
屏
人
恣
言
、
極
切
、
至
廷
見
、
如
不
能
言
者
、
是
以

上
乃
親
尊
礼
之

『
史
記
』
『漢
書
』
に
お
け
る

「中
裙
」
「
廁
楡
」

の
意
味
を
、
そ
れ

ら
に
施
さ
れ
た
注
か
ら
分
類
し
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

「中
裙
」

A

は
だ
ぎ

・
晋
灼

「今
世
謂
反
閉
小
袖
衫
為

『侯
竇
』
、
此
最
廁
近
身
之

衣
也
」

・
服
虔

「親
身
之
衣
也
」

・
師
古

「若
今
言
中
衣
也
、
廁
楡
、
近
身
之
小
衫
、
若
今
汗
衫

也
」

「廁
楡
」

B

厠

の
か
こ
い

・
徐
広

「喩
、
築
垣
短
板
也
、
廁
踰

謂
廁
溷
垣
牆
、
建
隠
於
其

側
浣
滌
也
」

C

お
ま
る

・
呂
静

「槭
竇
、
褻
器
也
」

・
蘇
林

「賈
逵
解
周
官
、
槭
、
虎
子
也
、
竇
、
行
清
也
」

・
孟
康

「廁
、
行
清
、
竇
、
行
中
受
糞
者
也
、
言
建
又
自
洗
盪

廁
寮
、
竇
者
洗
除
穢
汗
之
穴
也
」

「中
裙
」
は
A
の
肌
着
を
指
す
言
葉
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。
「廁
喩
」

は
、
B
と
す
れ
ば
廁

の
一
部
と
な
り
、
傍
線
部
は

「親

の
中
裙
を
取

り
、
廁
楡
に
て
身
自
ら
浣
滌
し
て
、
」
と
な
る
。
C
と
す
れ
ば
、
お

ま
る
と
み
ら
れ
る

「虎
子
」
「褻
器
」
と
な
り
、
「
溺
器
」
と
は
同

一
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の
も

の
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
傍
線
部
は

「親

の
中
裙
、
廁
喩
を
取

り
、
身
自
ら
浣
滌
し
て
」
と
な
り
、
「
溺
器
を
滌
う
」
表
現
に
近

い

も

の
と
な
ろ
う
。
「
廁
楡
」
は
、
B
C
よ
り
ト
イ
レ
関
係
の
言
葉
と

み
ら
れ
る
が
、
但
し
、
顔
師
古
だ
け
は

「廁
喩
」
を
A
の
意
味
に
も

と
る
。
つ
ま
り
、
「廁
楡
」
は

「溺
器
」
と
同
じ
も
の
を
指
す
場
合
が
あ

り
、
「取
親
中
裙
廁
楡
、
身
自
浣
滌
」
に
は
、
「溺
器
を
滌
う
」
表
現

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ま
た

「溺
器
を
滌
う
」
が

新
奇

の
言
葉
を
使
用
し
た
新
し
い
言
い
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
「取

親
中
裙
廁
喩
、
身
自
浣
滌
」
は
伝
統
的
な
言

い
方

で
あ
る
こ
と
に
な

る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『事
文
類
聚
後
集
』
の

「溺
器
を
滌
う
」

は
、
『
韻
語
陽
秋
』

の

「廁
楡
を
滌

い
中
裙
を
浣
う
」

の

「中
裙
を

浣
う
」
を
省
い
て

「
廁
喩
を
滌
い
」
を
言

い
換
え
た
も
の
と
し
て
良

い
だ

ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
『事
文
類
聚
後
集
』
の
表
現
が
、
宋
代

に
出
来
た
新
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『事
文
類
聚
後
集
』

と

『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
に
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
み
て
よ

　

く
、
両
者
の
関
係
究
明
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

と

こ
ろ
で
、
二
十
四
孝
の
黄
山
谷
譚
を
事
実

で
あ
る
、
と
認
識
す

る
人
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
。
清
の
高
宗
は
、
『御
製
文
二
集
』
巻

三
十

一

「書
黄
庭
堅
為
母
滌
溺
器
事
」

で
、
黄
山
谷
の
孝
行
は
、

『史
記
』
を
移
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
『全
相
二

十
四
孝
詩
選
』
や

『
事
文
類
聚
後
集
』
の

「
溺
器
を
滌
う
」
表
現
か

ら
は
結
び

つ
き
難

い
が
、
『
韻
語
陽
秋
』

の

「廟
楡
を
滌
い
中
裙
を

浣
う
」
で
あ
れ
ば
、
万
石
君
の
故
事
の

「
取
親
中
裙
廁
楡
、
身
自
浣

滌
」

の
表
現
に
近

い
。
『
韻
語
陽
秋
』
は
、

万
石
君
の
故
事
を
基
に

し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
両
者
は
表
現
に

若
干

の
ず
れ
が
み
ら
れ
る
。
『
韻
語
陽
秋
』

は
、
万
石
君
の
故
事
を

利
用
し
た
か
否
か
、
次
に
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

四
、
黄
山
谷
の
伝
記

「予
章
先
生
伝
」

『韻
語
陽
秋
』
の
表
現
が
、
万
石
君
の
故
事
に
拠
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
示
す
文
献
が
、
日
本
で
写
さ
れ
た
二
十
四
孝
の
中
の
文
献

に
あ
る
。
そ
れ
は
東
京
大
学
付
属
図
書
館

の
南
葵
文
庫
に
蔵
さ
れ
る

　

『
孝
行
録
』

で
、
こ
の
文
献
に
は
、
本
来

な
ら
ば
収
録
さ
れ
な
い
は

ず
の
黄
山
谷
の
孝
行
譚
を
、
『
帳
中
香
』

叙
部
中
に
引
用
さ
れ
て
い

　

る

「予
章
先
生
伝
」
を
、
さ
ら
に
引
用
し
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
の

部
分
を

「予
章
先
生
伝
」
に
よ

っ
て
次
に
上
げ
る

(『
黄
庭
堅
全
集
』

　

所
収
、
嘉
靖
版
翻
刻
に
拠
る
)
。

実
録
書
成
、
当
進

一
官
、
焉
回
授
母
夫
人
李
、
朝
延
従
之
、
遂

　

君

安

康

郡
、

公

事

母

孝

、

有

曽

、

閔

之

行
、

安

康

臥

疾

弥

年

、

　
　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　

　　

公

昼

夜

視

顔

色

、

手

湯

剤

、

衣

不

解

帯

、

時

其

疾

痛

痾

痒

、

而

敬

抑

掻

之

、

至

親

滌

廁

喩

、

浣

中

裾

云
、

遭

母

喪

、

哀

毀

過

人

、

得

疾

幾

殆

、

既

還

葬

、

因

廬

墓

側

終

喪

、

先

是

、

蘇

公

嘗

薦

公
自

代

、

其

略

日
、

瑰

璋

之

文

、

妙

絶

当

世

、

孝

友

之

行

、
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追
配
古
人
、
世
以
為
実
録
云

波
線
部
に

『
韻
語
陽
秋
』

の
表
現
と
全
く
同
じ
も
の
が
あ
り
、
『
韻

語
陽
秋
』
は
、
こ
の
記
述
を
ふ
ま
え
て
評
を

つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「予
章
先
生
伝
」
の
こ
の
記
述
は
、
前
述
し
た

『
宋
史
』
に
は
記
さ

れ

て
い
な
か

っ
た
よ
う
に
、
黄
山
谷
の
伝
記
に
必
ず
記
述
さ
れ
る
も

　

の
で
は
な
く
、
鄭
永
暁
氏
の

『
黄
庭
堅
年
譜
新
篇
』

に
よ
れ
ば
、

「予
章
先
生
伝
」
(
『
山
谷
刀
筆
』
「山
谷
老
人
伝
」)

に
だ
け
記
さ
れ

　

る
も

の
で
あ
る
。

黄

山
谷
の
伝
記
に
は
、
正
史
と
い
っ
た
史
書
か
ら
詩
文
集

に
付
さ

れ
た
年
譜
ま
で
多
く
の
種
類
が
あ
る
が
、
そ
の
中

で
最
も
古
く
信
頼

が
お
け
る
と
さ
れ
て
い
る
の
が

「予
章
先
生
伝
」

で
、
近
年
出
版
さ

れ
た

『黄
庭
堅
全
集
」

の
予
章
先
生
伝
の
注
に
は
、
こ
の
伝
記
の
成

立
年
代
、
そ
し
て
伝
記
を
載
せ
る
黄
山
谷
の
詩
文
集
諸
本
に
つ
い
て

詳
し

い
考
証
が
な
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
主
な
点
を
紹
介
す
れ
ば
、

『
由
谷
全
書
』
(予
章
先
生
伝
)
『
山
谷
老
人
刀
筆
』
(由
谷
老
人
伝
)

に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
予
章
先
生
伝
」
が
黄
山
谷
没
後
ま
も

な
い
頃
の
徽
宗

(
一
一
〇
〇
1

一
一
二
五
)
の
と
き
に
家
伝
に
基
づ

い
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
「
宋
史
」
よ
り
も

「予

章
先
生
伝
」
の
ほ
う
記
述
が
豊
富
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の

「予
章
先
生
伝
」
の
記
述
か
ら
は
、
病
の
母
に
献
身
的
な
看

病
を
行

っ
た
様
が
読
み
と
れ
る
。
黄
山
谷
が
病
の
老
母
を
気
遣

っ
た

こ
と
は
事
実
で
、
そ
の
こ
と
は
、
『黄
文
節
公
全
集
別
集
』
五
に
録

ゆ

さ
れ
る

「
辞
免
転
官
状
」
や

「
乞
回
授
恩
命
状
」
か
ら
窺
え
る
。
だ

が
、
「
予
章
先
生
伝
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
孝
行
を
実
際

に

行

っ
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
、
「廁
喩

を
滌
い
、
中
裙
を
浣

っ
」

た
記
述
も
実
録
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
、
万
石
君
の
故
事
に
準
え
た
修

辞
語
句

で
あ

っ
た
可
能
性
が
高

い
。
そ
の
よ
う
に
判
断
出
来
る
根
拠

と
し
て
、

こ
の
表
現
が
、
傍
線
部
f

g
h
と
い
っ
た
表
現
と
並

べ
て

記
述
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
傍
線
部
f
は
、
黄
山
谷
の
孝
行
を
、
曾

参
、
閔
子
騫
と
い
う
名
高

い
孝
子
の
孝
行

に
譬
え
た
も
の
で
あ
る
。

傍
線
部

9
は
、
孝
子
な
ら
ば
と
る
べ
き
態
度
と
さ
れ
、
『
漢
書
』
四

十
九
爰
盍
伝
に
漢
文
帝
が
行

っ
た
こ
と

(「太
后
嘗
病
、
三
年
、
陛

下
不
交
睫
解
衣
、
湯
薬
非
陛
下
口
所
嘗
弗
進
」
)
が
記
さ
れ
て
い
て
、

「
二
十
四
孝
」
の
漢
文
帝
譚
に
も
同
様
の
記
述

(『全
相
二
十
四
孝
詩

選
』
「
湯
薬
必
親
嘗
而
後
進
母
」
、
『
日
記
故
事
』
「母
嘗
病
三
年
、
帝

目
不
交
睫
、
衣
不
解
帯
、
湯
薬
非
口
親
嘗
弗
進
」
)
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
王
祥
譚
に
も
同
じ
記
述

(『
晋
書
』

三
十
三

「父
母
有
疾
、
衣

ゆ

不
解
帯
、
湯
薬
必
親
嘗
」)
が
あ
る
。
傍
線
部
h
も

『礼
記
』
内
則

「
以
適
父
母
舅
姑
之
所
及
所
、
下
気
怡
声
、

問
衣
燠
寒
疾
痛
苛
癢
、

而
敬
抑
掻
之
」
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
よ

っ
て

「滌
廁
踰
、
浣

中
裾
」
は
、
詩
文
な
ど
か
ら
も
窺
え
る
黄
山
谷
の
孝
を
、
万
石
君
の

故
事
に
準
え
た
も
の
で
、
事
実
で
は
な
く
修
辞
語
句
、
即
ち
虚
構
で

あ

っ
た
の
で
あ
り
、
黄
山
谷
は

「溺
器
を
滌
」

っ
て
い
な
か

っ
た
と

い
え
る
。
そ
れ
で
は
何
故
虚
構
で
あ

っ
た
は
ず
の
も
の
が
、
二
十
四
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孝
で
は
事
実
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

お

そ
ら
く

『韻
語
陽
秋
』
が
71tII11II
の
評
と
し
て

「廁
楡
を
滌
い
、

中
裙
を
浣
う
」
を
取
り
入
れ
た
時
に
は
、
こ
の
表
現
が
万
石
君
の
故

事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
の
で
、
虚
構
と
し
て
受
け
取

っ
て

い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「中
裾
を
浣
う
」
が
抜
け
、
「廁
楡
を
滌
う
」

が
、

『事
文
類
聚
後
集
」
に
み
ら
れ
る

「溺
器
を
滌
う
」
と
い
う
表

現
に
な

っ
た
と
き
に
は
、
万
石
君
の
故
事
を
想
起
す
る
要
素
が
少
な

く
な
り
、
事
実
か
虚
構
か
区
別
が
つ
か
な
く
な

っ
て
、
黄
山
谷
が
行

っ

た
こ
と
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

を

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
が
実
践
す

べ
き
孝
の
例
と
し
て
二
十
四

孝
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
黄
山
谷
自
身
が

「溺
器

を
滌
」

っ
た
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

つ
ま
り
、
虚
構
が
事
実
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至

っ
た
大
き

な
要
因
は
、
詩
話
に
お
け
る

「廁
楡
を
滌
う
」
か
ら

「溺
器
を
滌
う
」

変
化

で
あ
る
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
二
十
四
孝
」
に
よ

っ
て
広
ま

っ
て
い

っ
た
と
も
い
え
る
黄
山
谷

の

「溺
器
を
滌
う
」
孝
行
は
、
思
い
の
外
強
い
影
響
力
を
持

っ
て
い

た
。

そ
の
影
響
力
は
、
倉
田
淳
之
助
氏
も
、
黄
山
谷
の
生
涯
を
解
説

す
る

に
あ
た

っ
て

「山
谷
は
極
め
て
孝
養
を
尽
し
、
母
の
長
い
病
に

　

洗
濯
ま
で
し
た
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
倉
田
氏
は
、

『予
章
先
生
伝
』
を
参
照
し
て
記
述
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
わ

ざ
わ
ざ
こ
の

一
文
を
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
黄
山
谷
の
孝
行
が
浸
透
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
予
章

先
生
伝
や
宋
史
な
ど
の
伝
記
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
記
述

さ
れ
る
、
蘇
東
坡
の

「瑰
偉
之
文
、
妙
絶
当
世
、
孝
友
之
行
、
追
配

古
人
」
(傍
線
部
i
)
に
よ

っ
て
黄
山
谷

の
孝
行
が
賞
賛
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
す
れ
ば
、
詩
人
と
し
て
の
側
面
が

黄
山
谷
の
孝
行
を
事
実
と
思
わ
せ
る
手
助
け
と
な

っ
て
い
た
と
い
え

よ
う
Q

注
①

龍
谷
大
学
蔵

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
乙
本
の

「滌
」
字
に
は

「
ア

ラ
フ
」
「
ス
＼
ク
」
の
振
り
仮
名
が
、
寛
文
九

(
一
六
六
九
)
年
刊
和

刻
本

『
日
記
故
事
大
全
』

一
の

「滌
」
字
に
は

「ク
」
の
送
り
仮
名
が

す
す

あ

る
の
で
、

「
溺
器
を
滌

ぐ
」

と

い
う
読

み
方
も
普
及
し

て
い
た
と
考

え
ら
れ

る
。

②

『
江
南
通
志
』
百
五
十
尚
爵
伝

「
父
病
、
薬
石
館
粥
必
嘗
、
便
溺
器

必
親
滌
」
、
『
同
』
百
五
十
七
程
烽
伝

「
侍
父
寝
三
十
年
、
親
滌
溺
器
、

裏
衣
垢
必
親
浣
」
、
『
粤
西
文
載
』
六
十
九
梁
霖
伝

「
母
病
躬
滌
溺
器
」

な
ど
。

③

岩
崎
文
庫
貴
重
本
叢
刊
、
近
世
編
第
1
巻

『
幸
若
舞
曲

御
伽
草
子
』

(貴
重
本
刊
行
会
、
昭
和

49
年
)
所
収

の
東
洋
文
庫
蔵
本
影
印

に
拠

る
。

④

徳

田
和
夫
氏

「
「
二
十

四
孝
」
誕
生
前
夜
」

『
お
伽
草
子
研
究

』

(三

弥
井
書
店
、
昭
和

63
年
)

二
篇
四
章

⑤

黒

田
彰
先
生

「
二
十

四
孝

の
成
立
」

(『
孝
子
伝

の
研
究
』
思
文
閣
出

版

、
平

成

13
年
)

1
二
、

母
利
司

朗
氏

「
『
全

相

二
十
四

孝
詩
選

』

考

-

日
本

近
世

に
お
け
る

『
二
十

四
孝
』
享

受
史

の
諸
問
題

1

」
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(
『
東
海
近
世
』
4
、
平
成
3
年
9
月
)
参
照
。

⑥

金
文
京

氏

「
『
孝

行
録
』

の

「
明
達
売

子
」

に

つ
い

て

ー

「
二
十

四
孝
」

の
問
題
点

1

」

(『
汲
古
』
15
、
平
成
元
年
6
月
)
参
照
。

⑦

上
田
憲
子
氏

「清

原
枝
賢
撰

『
二
十
四
孝

注
』
考
」

(『
国
文
学
論
叢
』

39
、
平
成
6
年
2
月
)

⑧

川
瀬

一
馬
氏

「
二
十

四
孝
詩

註

の
研
究
」

『
日
本
書
誌
学
之
研

究
』

(
大
日
本
雄
辯
会
講
談
社
、
昭
和
18
年
)
、
市
古
貞
次
氏

『
中
世
小
説

の

研
究
」
(
東
京
大
学

出
版
会
、

昭
和
30
年
)
五
章
2
参
照
。

⑨

禿
氏
祐
祥
氏

『
二
十

四
孝
詩
選
』
(
全
国
圭
旦
房
、
昭
和
21
年
)

⑩

長
澤
規
矩
也
氏
篇

『
和
刻
本
類
書
集
成
』
3

(
汲
古
書
院
、
昭
和
52

年

)

⑪

橋
本
草
子
氏

「
「
全
相

二
十

四
孝
詩
選
」

と
郭
居
敬

ー

二
十

四
孝

図
研
究

ノ
ー
ト
そ
の

一
1

」

(
『
人
文
論
叢
』
43
、
平
成
7
年
1
月
)

⑫

橋
本
草
子
氏

「
「
日
記
故
事
」

の
版
本

に

つ
い

て
1

二
十

四
孝
図

研
究

ノ
ー
ト

そ

の
三

」

(『
人

文
論
叢

』

46
、
平

成

10
年

1
月
)

『和
刻
本
類
書

集
成

』
3
所
収

⑬

黒
田
彰
先
生

「
二
十

四
孝
原
編
、

趙
子
固
書

画
合
璧
」

(『
説
林
』
48
、

平
成

12
年

3
月
、
解
題

が
注
⑤

前
掲
書

皿
四
に
再
録
)

⑭

大
島
建
彦
氏
校

注

日
本
古
典
文
学

全
集

38

『
御

伽
草
子
集
』

(
小

学
館
、

昭
和

49
年
)

⑮

徳
田
進
氏

『孝
子
説
話
集
の
研
究
-

二
十
四
孝
を
中
心
に
ー

』

(井
上
耋
旦
房
、

昭
和

38
年
)
本
論
前
編

二
章

四
、

六

⑯

『
全
相

二
十

四
孝
詩
選
』
前
半
部

分

「黄
山

谷
宋
朝

人
、

時
推
為
江

西
詩
祖

、
元
祐
中
為
太
史

」

は
、

『
氏
族
大
全
』

八

「
江
西
詩
祖

呂

居
仁
等
推
為
江
西
詩
祖
、

元
祐
中
為
太
史
」

と

一
致
す
る
。

両
者

も
関

連

が
あ

る
と
み
ら
れ
る
。

⑰

倉

田
淳
之
助
氏

漢
詩

選

12

『
黄
庭

堅
』

(集
英
社
、

平
成

9
年
)

「
次
韻
王
稚
川
客
舎

二
首
」
訳
注
参
照
。

⑱

鄭
司
農
注

「
褻
器
清
器
虎
子
之
属
」
、
『
太
平
御
覧
』
七

=

一
「
周
礼

天
官

日
大
尉

掌
王
燕
衣
服
凡
褻

器
、
鄭
司
農

云
褻
器
溺
器
虎

子
也

」
。

『
日
記
故
事
』

の

「
溺
器
」

注

に
は

「
溺
器
遺
溺
之
器
馬
子
也
」

と
あ

り
、
図

に
は
木
桶

に
類
す
る
も

の
が
描
か
れ

て
い
て
、
御
伽
草
子

の
急

須
状

の
陶
製
品
と
思
わ
れ
る
も

の
と
は
、
趣
を
異

に
し

て
い
る
。
な
お

ト
イ

レ
史

に

つ
い
て
は
、
李
家
正
文
氏

に

『
厠
ま
ん
だ
ら
』

(雪
華
社
、

昭
和
36
年
)
他
多
数

の
著
書
が
あ
る
。

⑲

大
島
建
彦
氏
は
注
⑭
前
掲
書

で
、
呉
猛
譚

の
典
拠
を

『
事
文
類
聚
後

集
』

四
十
九

と
さ
れ

て
い
る

(
『
全
相

二
十

四
孝
詩
選
』
本
文

「
呉
猛

年
八
歳
、
有
孝
行
、
家
貧
無
帷
帳
、
夏
不
駆
蚊
、
恐
去
己
而
齧
其
親
也
」
、

『
事
文
類
聚
後
集

』
四
十
九

「
夏
不
駆
蚊
、

呉
猛
少
有
孝
行
、
夏

日
常

手
不
駆
蚊
、
懼
其
去
巳
而
囓
親
也
、
孝
子
伝
」
)
。
私
見

に
よ
れ
ば
楊
香

譚
も
何
ら
か

の
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(『
全
相
二
十

四
孝
詩
選
」

楊
香
譚
本
文

「
楊
香
其
父
為
虎
曳
去
、
香
摶
虎
遂
免
於
虎
」
と

『
事
文

類
聚
後
集
』
三
十
六

「
摶
虎
救
父
、
楊
香
其
父
為
虎
憤
摶
之
、
父
免
害
、

孝
子
伝
」
)

⑳

黒
田
彰
先
生
注
⑤
前
掲
書

皿
四
付

に
影
印
、
『
孝
行
録
真
本
』

(南
葵

文
庫
、
大
正
11
年
)

に
翻
刻
が
載
る
。

⑳

日
本
に
お
け
る
黄
山
谷
集

の
注
釈
書

で

「
予
章
先
生
伝
」
を
載
せ
る

も
の
は
、
万
里
集
九
の

『
帳
中
香
』
の
ほ
か
に
、

一
韓

『山
谷
詩
集
抄
』

(
「
山
谷
老
人
伝
」
)
、
義
雲

『
黄

烏
鉢
抄
』

(
「
山
谷
老
人
伝
」
)

な
ど
が

あ
る
。

⑳

劉
琳
、
李

勇
先
、
王
蓉
貴
氏

校
点

『
黄
庭

堅
全

集
』

(四

川
大
学

出

版
社
、

2
0
0
1
年
)

⑳

鄭
永
暁
氏

『
黄
庭
堅
年
譜
新

篇
」

(社
会
科
学

文
献
出
版
社
、

1
9

9
7
年
)
参

照
。

π帆に行孝S谷山黄-
,
孝四十匚鵬



⑳

『予
章
先
生
伝
』

に

つ
い
て
は
、

注
⑳

前
掲
書

、
龍

楡
生
氏

『
予
章

先

生
詞
』
(中
華
書

局
、

1
9
5
7
年

)
参

考
資

料
集

「傳

記
」、
黄

宝

華

氏

『
黄
庭
堅

評
伝
』

(南
京
大
学

出
版
社
、

1
9
9
8
年
)

二
章

に

も
言
及
が
あ
る
。
黄

山
谷
集

の
伝
本

に

つ
い
て
は
、
大

野
修

作
氏

「黄

庭
堅
集

の
テ
キ

ス
ト
」

(『鹿
児
島
大
学
文
科
報
告
』
19
第

1
分
冊
哲
学

・

倫

理
学

・
心
理
学

・
国
文
学

・
漢
文
学

篇
、
昭
和

58
年

9
月
)
、

王
嵐

氏

「
黄
庭
堅
詩
文

集
之
編
刻
流
伝
」

『
北
京
大
学
古

文
献
研
究
所
集

刊

C
1
)
』
C
北
京

燕
山
出
版

社
、

1
9
9
9
年

)
に
も
考

証
が
あ
る
。

⑳

「
辞
免
転
官
状
」

伏
以
先
帝

一
朝
大

典
、
訖

茲
有
成
、

宰
司
典
領
之
功
、

近
臣

論
撰

之
力
、

臣
以
曲
学
、

濫
与
討
論
、

以
老
母
臥
疾
連
年
、

告
帰
之
日

過
半
、

常
憂

竊
禄
、

不
免
罪
誅
、
適

及
秦

書
、
例

霑
爵

賞
、

因
人

成
事
、
義
所

未
安
、

伏
望
聖
慈
、
追

寝
誤
恩
、
所

有
告
命
、

未
敢

祇
受

「
乞
回
授
恩
命

状
」

昨
以
討
論
無
功
、
不
敢
祇
受
恩
命
、

準
尚
書
省
箚
子

「
奉
聖
旨
不

許
辞
免
」
者
、
寵
光
下
被
、
不
敢
終
辞
、

竊
有
微
誠
、

冒
干
国
典
、

伏
念
臣
母
壽
光
県
太
君
李
氏
、
今
年
七
十
二
、
垂
老
抱
疾
、

幸
見

孝
治
之
朝
、
霑
及
録
養
、
而
臣
誤
蒙
簡
任
、
使
収
筆
墨
之
勤

、
実

出
非
常
之
会
、
不
勝
人
子
私
情
、
願
以
特
授
朝
奉
郎
回
授
老

母

一

郡
封
、
竊
以
在
庭
之
臣
、
栄
録
及
親
者
蓋
寡
、
成
書
之
賞
、

後
来

用
例
者
難
攀
、
伏
望
聖
慈
、
特
賜
開
許

(注
⑳
前
掲
書
に
拠
る
)

黄
山
谷

の
母
李
氏
が
没
し
た

の
は
、
元
祐
六

(
一
〇
九

一
)
年
。

⑳

『
小
学
』
善
行
篇

に
は
、
王
祥
と
万
石
君

の
故
事
が
収
録
さ
れ
、
該

当

の
修
辞
語
句
が
記
さ
れ
る
。

⑳

倉

田
淳
之
介
氏
注
⑰
前
掲
書
解
説
。
黄
庭
賢

の
伝
記
研
究
と
し

て
は
、

他

に
中
田
勇
次
郎
氏

「
黄
庭
堅

の
傳
記
研
究
」

(『
文
藝
論
叢
』
42

平

成

6

年

、

3

月
)

な

ど

が

あ

る

。
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